
  

雨
ば
か
り
が
続
い
た
九
月
が
過
ぎ
、
一

〇
月
に
入
り
天
候
も
良
い
日
が
続
い
た

一
七
・
一
八
日
と
竹
林
寺
様
の
住
職
と
檀

家
さ
ん
六
名
の
か
た
が
、
淡
路
島
の
鬼
板

師
・
鬼
忠
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
淡
路
島

ま
で
長
い
道
の
り
で
し
た
が
、
今
回
の
目

的
は
寄
付
し
た
鬼
瓦
に
檀
家
さ
ん
が
名

入
れ
を
す
る
た
め
で
す
。 

 

棟
の
鬼
瓦
は
「
鬼
面
大
鬼
瓦
」
と
い
い

縦
二
尺
五
寸
。
横
二
尺
で
の
大
き
さ
で
、

荒
地
の
段
階
ま
で
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

で
最
後
の
仕
上
げ
を
行
い
、
乾
燥
後
焼
き

上
げ
ま
す
。
こ
の
鬼
瓦
は
来
年
の
二
月
頃

に
竹
林
寺
様
の
本
堂
の
屋
根
に
上
が
り

ま
す
。 

  
 

       

鬼
瓦
の
前
で
記
念
撮
影 
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竹 

林 

寺 

様 

大
工
工
事
・
屋
根
瓦
工
事
が
順
調
に 

こ
の
度
、
竹
林
寺
様
本
堂
新
築
工
事
に
棟
梁
と

し
て
携
わ
る
事
が
で
き
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
回
の
本
堂
は
向
拝
軒
唐
破

風
、
入
母
屋
振
隅
、
そ
し
て
限
界
耐
力
計
算
を
用

い
た
石
場
建
て
工
法
な
ど
、
当
社
に
お
い
て
も
希

少
な
建
築
様
式
と
な
っ
て
お
り
、
一
職
人
と
し
ま

し
て
も
堂
宮
大
工
冥
利
に
尽
き
る
工
事
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
の
寒
明
け
頃
よ
り
現
寸
書
き
が
始
ま

り
、
墨
付
け･

刻
み
を
経
て
今
年
三
月
に
上
棟
、

現
在
は
内
部
の
造
作
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

大
工
で
あ
る
私
に
と
っ
て
大
工
仕
事
を
行
う
事
は

常
で
あ
り
ま
す
が
、
竹
林
寺
様
に
は
、
世
紀
の
大

事
業
で
あ
る
事
を
肝
に
銘
じ
、
無
事
の
落
成
に
向

け
、
一
所
懸
命
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
新
本
堂
、
位
牌
堂
、
檀
信
徒
会
館
が
未

来
永
劫
建
立
さ
れ
続
け
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
竹
林

寺
様
の
益
々
の
山
門
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
林
寺
様
棟
梁 

小
澤
克
郎 

 

こ
の
度
、 

天
峰
建
設 

様
、
竹
林 

寺
様
、
檀
信 

徒
の
皆
様 

と
の
有
難
い 

ご
縁
か
ら
、 

本
堂
の
瓦 

工
事
に
携 

わ
ら
せ
て
頂 

き
心
よ
り
感 

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
竹
林
寺
様
の
本
堂
瓦
工
事

は
、
本
堂
建
築
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
箇
所
で
あ
る

向
拝
の
唐
破
風
部
分
、
取
合
い
の
谷
部
分
を
施
工
中

で
、
順
調
に
本
瓦
葺
き
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

更
に
、
こ
の
度
の
本
堂
建
立
に
あ
た
り
、「
二
百
年
、

三
百
年
と
そ
の
歴
史
と
記
述
を
後
世
に
残
す
事
」「
壇

信
徒
の
皆
様
の
心
願
」
を
目
的
に
進
め
て
参
り
ま
し

た
志
納
瓦
も
、
皆
様
の
思
い
と
共
に
随
時
本
堂
の
屋

根
に
納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ま
た
、
先
日
は
ご
住
職
、
役
員
の
皆
様
方
と
鬼
瓦
に

志
納
記
名
の
為
、
鬼
板
師
の
兵
庫
県
淡
路
島
ま
で
出

向
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
春
に
は
、
禅
宗
寺
院
様
に

最
適
な
鬼
面
鬼
瓦
が
、
大
屋
根
に
鎮
座
し
た
勇
壮
な

姿
を
お
見
せ
出
来
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

(

株)

瓦
粋 

代
表
取
締
役 

塚
本
勇
人 

小澤克郎は 

技能五輪全国大会

で 2 年連続敢闘賞 

mailto:tenpou@mail.wbs.ne.j


   
 

 
 

 

全
海
寺
様 

（
曹
洞
宗
・ 

西
垣
邦
彦 

住
職
）
は
以 

前
よ
り
本 

堂
の
新
築 

の
計
画
が 

あ
り
、
こ
の 

度
檀
家
の 

皆
様
の
理 

解
と
協
力 

が
得
ら
れ
、 

弊
社
と
工 

事
請
負
契 

約

を

結

ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
位
牌
堂
な
ど
の
曳

家
の
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
十
月
三
日
に
本

堂
の
地
鎮
式
を
行
い
ま
し
た
。
総
代
さ
ん
や
檀
家

の
方
々
も
参
列
し
て
く
だ
さ
り
、
こ
れ
か
ら
の
工

事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。 

 

す
で
に
佐
野
棟
梁
が
現
寸
書
き
も
終
わ
り
、
材

木
の
刻
み
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
の
四
月
に

上
棟
式
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
は
上
棟

式
の
様
子
も
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

   

一
〇
月
一
二
日 

に
は
駿
東
郡
清
水 

町
の
蓮
華
寺
様
で
、 

四
脚
門
の
上
棟
式 

を
行
い
ま
し
た
。 

天
候
に
恵
ま
れ
た 

二
日
間
で
予
定
通 

り
順
調
に
工
事
が 

進
み
ほ
っ
と
い
た 

し
ま
し
た
。
岩
渕 

棟
梁
も
こ
れ
ま
で 

に
数
々
の
上
棟
を 

経
験
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
現
場
も
工
事
の
大
小 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
か
か
わ
ら
ず
上
棟

に
は
大
変
気
を
使

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
棟
式
に
は
檀
家

の
皆
様
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
住

職
の
読
経
が
響
き

渡
る
中
、
上
棟
を
祝

い
、
ま
た
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
て
手

を
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
。 

   

           

磐
田
市
栄
町
は
昨
年
の
火
事
で
屋
台
が
焼
け

て
し
ま
い
、
府
八
幡
宮
の
祭
典
に
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
区
住
民
の
願
い
が
叶
い
新
し

い
屋
台
の
入
魂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
屋
台
再
建

に
は
町
内
の
方
々
を
は
じ
め
、
近
隣
の
自
治
会
か

ら
も
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
実
現
で
き
ま
し
た
。 

 

九
月
二
二
日
の
入
魂
式
に
は
近
隣
の
祭
典
関

係
者
も
招
待
さ
れ
、
府
八
幡
宮
の
幡
鎌
宮
司
に
よ

る
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
県
立
横
須
賀
高

校
の
伝
統
芸
能
部
の
息
の
合
っ
た
「
お
囃
子
・
手

古
舞
」
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
掛
け
声
と
お
囃

子
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

全
海
寺
様
地
鎮
式 

磐
田
市 

 
 

 

四
脚
門
上
棟
式 

蓮
華
寺
様 

新
栄
社
屋
台
完
成
・
磐
田
市
栄
町 



「
体
制
整
備
」 

 
 

 
 

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
㈱
井
上
拓
郎 

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」 

 

今
、
巷
で
は
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
ペ
ン
・
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
・
ア
ッ
プ
ル
・
ペ
ン
の
略
）
」
が
、
流
行
っ

て
お
り
ま
す
が
（
ご
存
じ
な
い
方
は
、
聞
き
流
し

て
下
さ
い
）
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
何
の
略
語
か
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
で
言
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｐ

（
プ
ラ
ン
）
、
Ｄ
（
ド
ゥ
）
、
Ｃ
（
チ
ェ
ッ
ク
）
、

Ａ
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
の
略
語
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
と
も
い
い
、
こ
の
意
味
は
、
事
業
活
動
に

お
け
る
生
産
管
理
や
品
質
管
理
な
ど
の
管
理
業
務

を
円
滑
に
、
ま
た
健
全
か
つ
適
切
に
進
め
る
為
の

手
法
の
事
を
言
い
ま
す
。
元
々
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
で
、
品
質
管
理
に
お
け
る
体

制
整
備
の
構
築
に
つ
い
て
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ュ

ー
ハ
ー
ト
、
エ
ド
ワ
ー
ズ
・
デ
ミ
ン
グ
ら
二
人
の

博
士
に
よ
っ
て
、
提
唱
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
日
本
の
製
造

業
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
言
っ
て
も
、

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
製
造
業
に

限
ら
ず
、
多
く
の
管
理
業
務
で
も
取
り
入
れ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
詳
細
は
次
の
通
り
で

す
。 

 

一
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
） 

事
業
に
お
け
る
業
務
計
画
を
作
成
す
る 

 

二
、
Ｄ
Ｏ
（
実
行
） 

計
画
に
沿
っ
て
業
務
を
実
行
す
る 

 

三
、
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
） 

実
行
し
た
結
果
を
確
認
、
及
び
評
価
す
る 

 

四
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
改
善
） 

計
画
に
沿
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
改
善
す
る 

 
 

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

Ｐ 

→ 

Ｄ 

→ 

Ｃ 

→ 

Ａ
を
繰
り
返
し
行
う 

日
頃
の
寺
院
運
営
に
お
い
て
皆
さ
ん
は
ど
う

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
、

明
確
に
何
か
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
建
築
計
画

や
周
年
事
業
の
際
に
は
、
意
識
せ
ず
と
も
行
な
わ

れ
て
い
る
方
が
大
半
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
寺
院
の

場
合
に
は
、
こ
う
い
っ
た
事
業
計
画
の
際
、
総
代

や
責
任
役
員
も
一
緒
に
事
業
に
参
画
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
Ｃ
（
評
価
）
、
Ａ
（
改
善
）
に
お
い
て

は
、
厳
し
い
意
見
を
い
た
だ
い
た
方
が
、
後
々
に

事
業
が
上
手
く
行
く
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
日
頃
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
遂
行

さ
れ
る
体
制
整
備
を
さ
れ
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

「
顧
客
満
足
度
」 

 

先
の
話
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
体
制
整

備
に
つ
い
て
で
し
た
が
、
こ
れ
は
品
質
の
向
上
、

ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
た
ル
ー
チ

ン
ワ
ー
ク
（
反
復
作
業
）
で
す
が
、
最
終
的
な
目

標
と
し
て
、
顧
客
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
一
つ
の

手
法
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

昨
今
の
寺
離
れ
（
宗
教
離
れ
）
は
、
こ
う
い
っ

た
顧
客
（
お
寺
に
と
っ
て
の
檀
家
）
の
満
足
度
が

低
下
し
て
き
た
事
も
要
因
の
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
勿
論
、
今
ま
で
通
り
に
ご
法
務
を
行
な
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
受
け
る
顧
客
（
檀
家
や
ご
法
務

を
依
頼
す
る
者
）
の
価
値
観
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
顧
客
満
足
度

の
方
程
式
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

顧
客
満
足
度 

＝ 

サ
ー
ビ
ス
の
品
質 

×
 

提
供

す
る
側
の
幸
福
度 

÷
 

顧
客
が
支
払
っ
た
価
格 

（
本
来
は
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
に
、
顧
客
期
待
度

を
反
映
さ
せ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
判
り
易
く
省
き

ま
し
た
） 

こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
提
供
す
る
側
の
幸
福
度

（
満
足
度
）
も
分
母
に
関
係
す
る
と
言
う
事
で
す
。

当
然
、
分
母
が
大
き
い
ほ
う
が
、
顧
客
満
足
度
が

高
く
な
る
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
分
母

（
サ
ー
ビ
ス
の
品
質 

×
 

提
供
す
る
側
の
幸
福
度
）

が
大
き
く
な
れ
ば
、
分
子
（
顧
客
が
支
払
っ
た
価

格
）
を
高
く
設
定
す
る
事
が
可
能
と
な
る
訳
で
す
。 

最
近
、
ネ
ッ
ト
で
僧
侶
派
遣
と
か
、
お
布
施
の

定
額
表
示
な
ど
の
問
題
に
お
い
て
は
、
支
払
う
価

格
が
明
確
な
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
さ
ほ
ど
求

め
無
い
顧
客
が
、
結
果
と
し
て
満
足
度
が
高
い
と

錯
覚
し
、
依
頼
す
る
方
が
増
え
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
と

提
供
す
る
側
の
幸
福
度
は
、
高
い
の
で
し
ょ
う

か
？
私
は
、
決
し
て
そ
う
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
顧
客
満
足
度
の
低
下
に
よ
り
、
最

終
的
に
事
前
期
待
度
と
事
後
の
顧
客
満
足
度
と
の

乖
離
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
寺
離
れ
が
深
刻
に
な

ら
な
い
か
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 



前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
今
回
は

日
本
の
世
界
遺
産
に
つ
い
て
で
す
。
日
本
は

先
進
国
で
は
最
後
の
一
九
九
二
年
に
世
界
遺

産
条
約
を
批
准
し
、
一
二
五
ケ
国
目
の
締
約

国
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
日
本
の
世
界
遺
産
登
録
数
は
二
〇

（
文
化
遺
産
一
六
・
自
然
遺
産
四
）
で
、
以
下

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

❈
文
化
遺
産
（
登
録
順
） 

・
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物 

・
姫
路
城 

・
古
都
京
都
の
文
化
財 

・
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落 

・
原
爆
ド
ー
ム 

・
厳
島
神
社 

・
古
都
奈
良
の
文
化
財 

・
日
光
の
社
寺 

・
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群 

・
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
（
熊
野
古
道
） 

・
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
背
景 

・
平
泉
―
仏
国
土
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び 

 

考
古
学
的
遺
跡
群 

・
富
士
山
―
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉 

・
富
丘
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
跡
群 

・
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

・
国
立
西
洋
美
術
館
（
ル
・
コ
ル
ビ
ジ
ェ
の 

建
築
と
都
市
計
画
の
一
部
と
し
て
） 

❈
自
然
遺
産
（
登
録
順
） 

 

・
屋
久
島 

・
白
神
山
地 

 

・
知
床 

 

・
小
笠
原
諸
島 

静
岡
県
に
住
む
者
に
と
っ
て
身
近
な
富
士

山
も
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
皆

さ
ん
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
富
士

山
は
一
九
九
〇
年
代
初
め
か
ら
世
界
遺
産
に

登
録
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
活
発
に
な
り
、

当
初
は
自
然
遺
産
へ
の
登
録
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
九
九
五
年
に
開
催
さ
れ
た
「
自

然
遺
産
富
士
山
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い

て
火
山
と
し
て
の
平
凡
性
や
固
有
種
の
生
態

系
が
な
い
と
国
際
自
然
保
護
連
合
か
ら
指
摘

さ
れ
、
ま
た
環
境
管
理
（
特
に
ゴ
ミ
問
題
）
が

困
難
な
た
め
推
薦
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、

二
〇
一
三
年
に
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
一
言
で
富
士
山
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
の
は
富
士
山
の
中
と
近
辺
に
あ
る
自
然
や

湖
、
寺
院
な
ど
一
八
の
資
産
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
富
士
山
は
古
来
よ
り
日
本
人
の
生

活
や
信
仰
、
芸
術
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お

り
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
た
め
、

単
な
る
自
然
以
上
の
存
在
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
文
化
的
な
価
値
が
認

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

一
度
登
録
さ
れ
た
世
界
遺
産
は
そ
の
景
観

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
景
観
を
守

る
た
め
に
不
便
な
こ
と
も
、
お
土
産
店
の
ポ

ス
タ
ー
は
禁
止
、
ま
た
自
分
の
土
地
に
あ
る

木
を
切
る
に
も
市
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
に
取
り
消
さ
れ
た
世

界
遺
産
も
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス

デ
ン
・
エ
ル
ベ
渓
谷
で
す
。
二
〇
〇
四
年
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
民
の
不
便
を
解
消
す

る
た
め
に
エ
ル
ベ
川
に
全
長
六
三
五
ｍ
の
橋

を
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
景
観
を
損
ね
る
と

い
う
理
由
で
取
り
消
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か

し
ド
レ
ス
デ
ン
は
世
界
遺
産
を
取
り
消
さ
れ

た
唯
一
無
二
の
観 

光
地
と
し
て
観
光 

客
は
増
加
し
て
い 

る
よ
う
で
す
。 

ま
た
国
内
で 

今
後
登
録
を
目 

指
し
て
い
る
の 

は
、
長
崎
の
教 

会
群
と
キ
リ
ス 

ト
教
関
連
遺
産 

や
宗
像
・
沖
ノ 

島
関
連
遺
産
群 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

知って得する  世界遺産の話② 


